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【手続補正書】
【提出日】平成30年4月18日(2018.4.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メディアデータに応じた１又は複数のメディアセグメントをＭＰＥＧ－ＤＡＳＨ規格に
従って取得するためにクライアントによって参照される記述データの提供方法であって、
　ＭＰＥＧ－ＤＡＳＨ規格において規定されるリプリゼンテーションに関連付けられた他
のリプリゼンテーションを識別するための記述情報と、前記リプリゼンテーションと前記
他のリプリゼンテーションとの関連性のタイプに関するタイプ情報とを含む前記記述デー
タを取得する取得ステップと、
　前記取得された記述データを前記クライアントからのリクエストに応答して前記クライ
アントに対して送信する送信ステップと、
　を有することを特徴とする記述データの提供方法。
【請求項２】
　前記記述データに記述される前記タイプ情報には、ｔｂａｓ、ｓｃａｌ、ｃｄｓｃのう
ち、少なくとも１つが含まれることを特徴とする請求項１に記載の提供方法。
【請求項３】
　前記タイプ情報は、前記リプリゼンテーションと前記他のリプリゼンテーションが、タ
イルビデオと、タイル間で共通するデータとの関係であることを示すことを特徴とする請
求項１に記載の提供方法。
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【請求項４】
　前記タイプ情報は、前記リプリゼンテーションと前記他のリプリゼンテーションがデコ
ードにおける従属関係を有することを表すことを特徴とする請求項１に記載の提供方法。
【請求項５】
　前記タイプ情報は、前記リプリゼンテーションと前記他のリプリゼンテーションがメデ
ィアコンテンツとメタデータの関係であることを表すことを特徴とする請求項１に記載の
提供方法。
【請求項６】
　前記タイプ情報は、前記他のリプリゼンテーションがｈｖｔ１タイプか、他のタイプか
を識別可能にする情報であることを特徴とする請求項１に記載の提供方法。
【請求項７】
　前記タイプ情報は、前記他のリプリゼンテーションがタイル化されたビデオデータに対
応するか否かを識別可能にする情報であることを特徴とする請求項１に記載の提供方法。
【請求項８】
　前記記述データには、複数のリプリゼンテーションのそれぞれのソースの識別子である
ソースＩＤがさらに記述されることを特徴とする請求項１乃至４のうち、何れか１項に記
載の提供方法。
【請求項９】
　前記記述データは、複数のメディアコンテンツコンポーネントのそれぞれのソースの識
別子であるソースＩＤと、前記複数のメディアコンテンツコンポーネントのそれぞれが属
するグループを識別するためのグループＩＤとがさらに記述されることを特徴とする請求
項１乃至５のうち、何れか１項に記載の提供方法。
【請求項１０】
　１又は複数のメディアコンテンツコンポーネントを要求するためにクライアントによっ
て参照される記述データの提供方法であって、
　メディアコンテンツコンポーネントに関連付けられた他のメディアコンテンツコンポー
ネントを識別するための記述情報と、前記メディアコンテンツコンポーネントと前記他の
メディアコンテンツコンポーネントとの関連性のタイプに関するタイプ情報とを含む記述
データを取得する取得ステップと、
　前記取得された記述データを前記クライアントからのリクエストに応答して前記クライ
アントに対して送信する送信ステップと
　を有することを特徴とする記述データの提供方法。
【請求項１１】
　前記メディアコンテンツコンポーネントとはＭＰＥＧ－ＤＡＳＨ規格において規定され
るリプリゼンテーションにより表されるメディアデータであることを特徴とする請求項１
０に記載の提供方法。
【請求項１２】
　メディアデータに応じた１又は複数のメディアセグメントをＭＰＥＧ－ＤＡＳＨ規格に
従って取得するためにクライアントによって参照される記述データを提供する提供装置で
あって、
　ＭＰＥＧ－ＤＡＳＨ規格において規定されるリプリゼンテーションに関連付けられた他
のリプリゼンテーションを識別するための記述情報と、前記リプリゼンテーションと前記
他のリプリゼンテーションとの関連性のタイプに関するタイプ情報とを含む前記記述デー
タを取得する取得手段と、
　前記取得手段により取得された記述データを前記クライアントからのリクエストに応答
して前記クライアントに対して送信する送信手段と、
　を有することを特徴とする記述データの提供装置。
【請求項１３】
　前記記述データに記述される前記タイプ情報には、ｔｂａｓ、ｓｃａｌ、ｃｄｓｃのう
ち、少なくとも１つが含まれることを特徴とする請求項１２に記載の提供装置。
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【請求項１４】
　前記タイプ情報は、前記リプリゼンテーションと前記他のリプリゼンテーションが、タ
イルビデオと、タイル間で共通するデータとの関係であることを示すことを特徴とする請
求項１２に記載の提供装置。
【請求項１５】
　前記タイプ情報は、前記リプリゼンテーションと前記他のリプリゼンテーションがデコ
ードにおける従属関係を有することを表すことを特徴とする請求項１２に記載の提供装置
。
【請求項１６】
　コンピュータに、請求項１乃至１１のうち、何れか１項に記載の提供方法を実行させる
ためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　本発明の第１の態様に基づく記述データの提供方法は、メディアデータに応じた１又は
複数のメディアセグメントをＭＰＥＧ－ＤＡＳＨ規格に従って取得するためにクライアン
トによって参照される記述データの提供方法であって、ＭＰＥＧ－ＤＡＳＨ規格において
規定されるリプリゼンテーションに関連付けられた他のリプリゼンテーションを識別する
ための記述情報と、前記リプリゼンテーションと前記他のリプリゼンテーションとの関連
性のタイプに関するタイプ情報とを含む前記記述データを取得する取得ステップと、前記
取得された記述データを前記クライアントからのリクエストに応答して前記クライアント
に対して送信する送信ステップと、を有する。
　また、本発明の第１の態様によれば、時間メディアセグメントに編成されている、スト
リーミングされるタイムドメディアデータを受信するための方法が提供され、タイムドメ
ディアデータは、タイムドサンプルを含む分割タイムドメディアデータに属しており、各
タイムドサンプルは複数のサブサンプルを含み、タイムドメディアデータは、各々が独立
してカプセル化された少なくとも１つのコンポーネントを含む、少なくとも２つのメディ
アセグメントファイルとして送信され、前記方法は、
　コンポーネントの記述を含むマニフェストを受信すること、
　分割タイムドメディアデータの少なくとも一部分を再構築するために少なくとも１つの
コンポーネントを選択することと、
　マニフェストから、選択されたコンポーネントと少なくとも１つの他のコンポーネント
との間の従属関係を示す情報の従属関係項目を得ることと、
　マニフェストから、情報の従属関係項目を解釈するための情報の従属関係特性化項目を
得ることと、
　選択されたコンポーネント、および、情報の従属関係特性化項目を考慮した情報の従属
関係項目の値に応じた少なくとも１つの他のコンポーネントを要求すること、
　要求されたコンポーネントを受信すると、受信したコンポーネントから分割タイムドメ
ディアデータの対応する部分を再構築し、再生可能メディア表現ビットストリームを生成
することと、を含む。
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